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【】還元 

【】酸化銅の還元①：反応の様子 

[問題 1] 

 酸化銅に炭素粉末を加え，乳鉢に入れ，乳棒でよく混

ぜ合わせた。その後，その混合物を試験管 A に入れて右

図のようにガスバーナーで十分に加熱すると，酸化銅と

炭素粉末はすべて反応し，試験管 A の中に銅ができた。

また，そのとき発生した気体を試験管 B の石灰水に通し

たところ，石灰水に変化がみられた。 
 
(1) 試験管 Bの石灰水はどのように変化するか，書きな

さい。また，この変化から，試験管 Aから出てきた

気体は何だとわかるか，化学式で表しなさい。 

(2) 試験管 Aの中で起きた化学変化について説明している文として，最も適当なものを下のア～

エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 酸化銅と炭素粉末は，ともに還元された。 

イ 酸化銅と炭素粉末は，ともに酸化された。 

ウ 酸化銅は還元され，炭素粉末は酸化された。 

エ 酸化銅は酸化され，炭素粉末は還元された。 

(2007年三重県) 

[解答欄] 

(1)  (2) 

 

 

[問題 2] 

 「酸化銅＋炭素→銅＋二酸化炭素」の化学反応では，( ① )が酸化されて( ② )になった。

また，( ③ )が還元されて( ④ )になった。 

(2007年沖縄県) 

[解答欄] 

① ② ③ ④ 
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[問題 3] 

 酸化銅と炭素を混ぜて加熱すると，銅と二酸化炭素ができる。これは，酸化銅と炭素を混ぜて

加熱すると，酸化銅が( ① )されて銅になり，炭素が( ② )されて二酸化炭素になるからであ

る。このとき，炭素は，酸化銅から( ③ )をうばうはたらきをしている。 

(2005年山形県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

 

 

[問題 4] 

 酸化銅 1.3gと活性炭 0.1gの混合物 Aを試験管に入れ，ガスバーナーで加熱すると，試験管の

中の物質の色が黒色からしだいに変化し，特有の光沢をもつ物質 Bができた。物質が酸素と化合

して酸化物ができる化学変化を酸化というのに対し，酸化物が酸素をうばわれる化学変化を

( ① )という。この実験では，( ② )が(①)されて物質 Bができたとき，活性炭は酸化された。

このことから，化学変化のなかで，( ① )と酸化は( ③ )に起こることがわかる。 

(2008年兵庫県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

 

 

[問題 5] 

 酸化銅の粉末と炭素の粉末をよく混ぜ合わせて十分に加熱する。このとき，炭素の粉末はどの

ようなはたらきをするか，述べなさい。 

(2007年宮城県) 

[解答欄] 
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[問題 6] 

 金属は酸素と化合して，酸化物として存在している場合があり，酸化銅(CuO)もその 1 つであ

る。酸化銅から単体の銅をとり出す方法を簡潔に説明しなさい。また，その方法で銅をとり出し

たとき，銅以外にできる物質は何か。ことばで書きなさい。 

(2007年岐阜県) 

[解答欄] 

 

 

 

 

[問題 7] 

 Nさんと Y先生は，酸化銅と炭素の粉末を混ぜ合わせて，右図のよ

うに加熱した。次の 2人の会話文を読んで，下の(1)，(2)に答えなさい。 

Nさん：｢先生，酸化銅と炭素の粉末を混ぜ合わせたものが赤っぽくな

ってきました。｣ 

Y先生：｢①酸化銅が化学変化して，銅ができたからだよ。では，なぜ

炭素の粉末を入れたのかな。｣ 

Nさん：｢酸化銅から酸素原子をとり除くためでしょうか。｣ 

Y先生：｢そうだね。炭素は，酸化銅から②酸素原子を受け取っている

ことになるんだよ。つまり，酸素原子のやりとりが，この実験で起こる化学変化の特徴といえる

ね。｣ 
 
(1) 下線①について，この化学変化を何というか。書きなさい。 

(2) 下線②のような化学変化が起こる操作を次のア～エから選び，記号で答えなさい。 

ア 粉末の炭酸水素ナトリウムを加熱する。 

イ 塩化ナトリウムの結晶を加熱する。 

ウ 塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜ合わせる。 

エ 鉄粉と少量の食塩水を混ぜ合わせる。 

(2006年山口県) 

[解答欄] 

(1) (2) 
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[問題 8] 

 酸化銅と炭の粉(炭素)を入れた試験管をガスバーナーで加熱して十分に反応させ，発生した気

体を石灰水に通したところ，石灰水は白くにごった。この実験で発生した気体と同じ気体を発生

させる方法を，次のア～オの中から二つ選び，記号を書きなさい。 

ア うすい塩酸に亜鉛を入れる。 

イ うすい塩酸に石灰石を入れる。 

ウ 塩化アンモニウムと水酸化ナトリウムを混ぜ，水を加える。 

エ オキシドール(うすい過酸化水素水)に二酸化マンガンを入れる。 

オ 炭酸水素ナトリウムを加熱する。 

(2005年佐賀県) 

[解答欄] 
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【】酸化銅の還元②：化学反応式 

[問題 9] 

 酸化銅が炭素によって銅に還元されるときの化学変化を，化学反応式で表しなさい。 

(2007年大分県)(2007年愛媛県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 10] 

 酸化銅と炭素の粉末をよく混ぜ合わせたものを試験管 Aに入れて加熱した。試験管 Aの中には

赤色の物質が残った。また，発生した気体を試験管 B の石灰水に通したところ，白くにごった。

このときの化学変化をモデルで表しなさい。ただし，●は銅原子，◎は酸素原子，○は炭素原子

を表すものとする。 

(2007年富山県) (2007年福井県) 

[解答欄] 

 

 

[問題 11] 

 右の図のように，酸化銅と炭素の粉末の混合物を試験管 Aに

入れガスバーナーで加熱すると，気体が発生し，試験管 Bの石

灰水が白くにごり，試験管 Aの中の物質が黒色から赤茶色に変

化した。次に試験管 Aが十分に冷えてから，中の赤茶色に変化

した物質を取り出して調べると，銅であることがわかった。こ

の実験について，次の各問いに答えなさい。 
 
(1) この実験のように，酸化銅が銅に変わるような化学変化を何というか，書きなさい。 

(2) この実験で得られた赤茶色の物質が金属であることを確認するにはどのような方法がある

か，その結果も入れて一つ書きなさい。 

(3) この実験で，試験管 Aの中で起きた化学変化を化学反応式で表すとどうなるか，書きなさい。

ただし，酸化銅の化学式は CuOである。 

(2006年三重県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

(3) 
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【】酸化銅の還元③：操作上の注意点 

[問題 12] 

黒色の酸化銅と炭素の粉末をよく混ぜ合わせた混合物を試験管に入れて加熱し，発生した気体

を試験管に集めた。試験管に気体を集めるときは，気体が発生しはじめて，①(しばらくしてから

／すぐに)集めるようにする。また，加熱をやめるときは，ガラス管を②(水の中からぬいたあと

に／水の中に入れたまま)，ガスバーナーの火を消す。 

(2008年神奈川県) 

[解答欄] 

  

 

 

[問題 13] 

 酸化銅に炭素の粉末を加えて，試験管に入れ加熱して酸化銅の還元を行う場合，酸化銅を完全

に還元するには，試験管に入れて加熱する前に，どのような操作が必要か。その操作を書け。た

だし，炭素の粉末は十分にあるものとする。 

(2007年福井県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 14] 

 酸化銅と炭素の粉末をよく混ぜ合わせたものを試験管 Aに入れて加熱した。試験管 Aの中には

赤色の物質が残った。また，発生した気体を試験管 B の石灰水に通したところ，白くにごった。

実験を終えるとき，ガラス管を石灰水から取り出した後，ガスバーナーの火を消した。下線部の

ように，ガスバーナーの火を消す前にガラス管を石灰水から取り出すのはなぜか。その理由を書

きなさい。 

(2007年富山県) 

[解答欄] 
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[問題 15] 

 図に示した実験装置を用いて，酸化銅と炭素の混合物を加

熱したときの変化を調べる実験をしました。これについて，

下の(1)～(4)に答えなさい。 

(1) この実験で，酸化銅は酸素をうばわれ銅に変わりまし

た。このように，酸化物から酸素がうばわれる化学変

化を何といいますか。その名称を書きなさい。 

(2) この実験で，炭素は酸化銅から酸素をうばいました。

酸化物から酸素をうばうはたらきをもつ物質には何が

ありますか。炭素以外の物質の名称を 1つ書きなさい。 

(3) この実験で，石灰水は白くにごりました。酸化銅と炭素の混合物を加熱したときの化学変化

を銅原子を ，酸素原子を ，炭素原子を として，モデルを用いて表すとどうなりま

すか。次の①，②にあてはまるモデルをそれぞれかきなさい。 

 

 

 

(4) この実験で，石灰水が逆流することを防ぐために，加熱をやめる前にどのような操作をする

必要がありますか。簡潔に書きなさい。 

(2006年広島県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3)① ② 

(4) 
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[問題 16] 

 酸化銅と炭素との混合物を加熱したときに起こる変化を調べるため，次の実験①～③を行った。

これに関して，あとの問いに答えなさい。 

実験① 黒色の酸化銅約 2g と炭素の粉約 0.5g をよく混ぜたものを入れた試験管 A と石灰水を入

れた試験管 Bを用意し，図 1のように組み立てて，試験管 Aをガスバーナーで加熱した。

しばらくすると，気体 Cが発生し，試験管 Bの中の石灰水が白くにごった。 

実験② 気体 Cが発生しなくなったところで，試験管 Aの加熱をやめた。 

実験③ 試験管 A が冷えた後，混合物を取り出し，図 2 のように水の中に入れて，かき混ぜた。

ビーカー内の水と炭素の粉を流したところ，ビーカーの底に赤茶色の銅が沈んでいた。 

 

 

 

 

 

 

(1) 実験②で，試験管 Aの加熱をやめる前に，行う操作は何か。簡潔に書きなさい。 

(2) 別の試験管に約
4
1
の水を入れさらに緑色の BTB液を 3滴加えた。この試験管を試験管 Bの

かわりに用いて実験①と同じ操作を行うと，試験管の中の液の色は何色に変化するか。次の

うちから最も適当なものを一つ選びなさい。 

[赤色 青色 黄色 無色] 

(3) 酸化銅と炭素の混合物を加熱したとき，還元された物質は何か。化学式を書きなさい。 

(2006年千葉県) 

[解答欄] 

(1) 

(2) (3) 
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【】酸化銅の還元④：計算問題 

[問題 17] 

 酸化銅(CuO)と炭素の粉末をよく混ぜ合わせ，試験管に入れて十分に加熱すると銅ができる。

酸化銅から銅を 5.2g取り出すには，酸化銅は何 g必要か。ただし，酸化銅はすべて反応して銅に

変化するものとし，酸化銅に含まれる銅と酸素の質量の比は 4：1とする。 

(2007年愛媛県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 18] 

 右の図は，銅と酸素が完全に化合して酸化銅ができるときの，

銅と酸化銅の質量の関係をグラフに表したものである。酸化銅

の粉末 4.0g を十分な量の炭素の粉末を用いて完全に還元した

とき，二酸化炭素 1.1g が発生した。このことについて，次の

問いに答えなさい。ただし，発生した二酸化炭素は，すべて，

酸化銅と炭素が反応して生じたものとする。 

(1) このとき生じた銅の質量は何 gか，求めなさい。 

(2) 酸化銅4.0gと反応した炭素の質量は何gか，求めなさい。 

(2007年新潟県) 

[解答欄] 

(1) (2) 
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[問題 19] 

 5 本の試験管に，酸化銅 4.0g

と炭素 0.1g，0.2g，0.3g，0.4g，

0.5g をそれぞれ混ぜ合わせて入

れた。この 5種類の，酸化銅と炭

素の混合物を，図 1のような装置

で試験管ごと十分に加熱し，発生

した気体を石灰水に通した。図 2

は，そのときの炭素の質量と加熱

後の固体の質量の関係を表したグラフである。次の(1)～(3)の問いに答えなさい。 
 
(1) この反応で，酸化された物質と還元された物質の化学式をそれぞれ書きなさい。 

(2) 図 2より，酸化銅 4.0gと過不足なく反応する炭素の質量を求めなさい。 

(3) 酸化銅 4.0gと炭素 0.1gを混合して十分に加熱したとき，加熱後の固体の質量は 3.73gであ

った。次の①，②の問いに答えなさい。ただし，銅原子 1 個と酸素原子 1 個の質量の比は，

4：1とする。 

① このとき発生した二酸化炭素の質量を求めなさい。 

② 加熱後の固体 3.73g中には，単体の銅が何 g含まれているか求めなさい。 

(2006年山梨県) 

[解答欄] 

(1)酸化： 還元： (2) (3)① 

② 
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[問題 20] 

 酸化銅 4.00gと炭素 0.10gをよく混ぜて，加熱したところ，石

灰水が白くにごった。十分に加熱した後，加熱した試験管に残っ

た固体の質量を測定した。さらに，酸化銅 4.00gに混ぜる炭素の

質量を変えて同様の実験を行った。右図は，その結果をグラフに

表したものである。0.15g の炭素を混ぜたとき，試験管に残った

固体の質量は 3.60g であった。残った固体の中に単体の銅は何 g

含まれているか，求めなさい。 

(2007年大分県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 21] 

1.20g の酸化銅と 0.20g の炭素を混ぜて加熱したとき，銅は最大何 g できるか，求めなさい。

ただし，酸化銅 0.80gと炭素 0.06gが完全に反応したとき，銅 0.64gと二酸化炭素 0.22gができ

るものとする。 

(2008年秋田県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 22] 

 銅の粉末 1.2g をステンレスの皿の上で十分に加熱すると酸化銅 1.5g ができる。次に，酸化銅

1.0gと炭素の粉末 0.50gとをよく混ぜて試験管に入れて十分に加熱したところ，二酸化炭素 0.28g

が発生したことがわかった。このとき，酸化銅 1.0gと反応した炭素は何 gか。小数第 2位まで求

めよ。 

(2007年愛知県) 

[解答欄] 
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【】鉄鉱石（酸化鉄）の還元 

[問題 23] 

 現在の製鉄では鉄鉱石とコークスを混ぜ合わせて熱し，鉄を得ています。下線部で起こる化学

変化をまとめると，次のように表すことができます。①に入る物質名と②に入る化学変化を，そ

れぞれことばで書きなさい。 

 

 

(2007年岩手県) 

[解答欄] 

① ② 

 

 

[問題 24] 

 次の文は，「人類の歴史と鉄の利用」について考察したものです。文の内容が正しくなるよう

に，①，②の(  )からそれぞれ 1つ選びなさい。 

人類が古くから利用してきた銀，銅，鉄のうち，鉄は利用を広げるまでには，長い歴史がかか

った。その理由の一つとして，銀，銅，鉄のそれぞれの酸化物のうち，酸素との結合は，鉄が最

も①(強い／弱い)ことがあげられる。これは，鉄を単体としてとり出すとき，②(酸化しやすい／

酸化しにくい／還元しやすい／還元しにくい)ことを表し，そのため，鉄は利用がおくれたと考え

られる。 

(2007年宮城県) 

[解答欄] 

① ② 

 

 

[問題 25] 

 次の文の(   )に入る適切な化合物の名称を書きなさい。 

製鉄所では鉄鉱石(磁鉄鉱など)にコークス(炭素)を加えて加熱し，鉄鉱石に含まれる(   )を

還元することによって鉄を得ている。 

(2008年青森県) 

[解答欄] 
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[問題 26] 

 日本では，6 世紀ごろから｢たたら製鉄｣で鉄をつくりはじめたといわれており，兵庫県では，

中国山地につらなる宍粟市や佐用町で製鉄遺跡が多く見つかっている。たたら製鉄は，炉の中で

砂鉄を木炭とともに加熱し，鉄をつくる方法である。たたら製鉄において，木炭には，燃料とし

てのはたらき以外に，どのようなはたらきがあるか。 

(2008年兵庫県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 27] 

製鉄所の溶鉱炉では酸化鉄を多く含む鉄鉱石に，炭素を主成分とするコークスなどを加え，高

温で還元して鉄をとり出している。還元とはどのような化学変化か，書きなさい。 

(2008年山形県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 28] 

 私たちの身の回りでよく用いられているある金属の単体は，その金属の酸化物を加熱しては得

られないため，古くから木炭などの炭素からなる物質を使って還元し，取りだしてきた。その金

属単体の名前を，次から 1つ選びなさい。 

[鉄 金 アルミニウム 銀 マグネシウム] 

(2007年沖縄県) 

[解答欄] 
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【】水素を使った還元 

[問題 29] 

 右図のような装置で，酸化銅の粉末に水素を送り込みながら十

分に加熱した。酸化銅は銅に変化し，ガラス管の内側に水滴がつ

いた。次の(1)～(3)の問いに答えなさい。 
 
(1) 酸化銅が銅に変化したことで，色は何色から何色に変化した

か書きなさい。 

(2) ガラス管の内側の水滴が，水であることを容易に確かめるに

はどうしたらよいか。その方法を簡単に書きなさい。 

(3) この実験で，酸化銅と水素が反応するときの化学反応式を書きなさい。 

(2006年山梨県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

 

 

[問題 30] 

 酸化銅の粉末と炭素の粉末をよく混ぜ合わせて十分に加熱すると，銅を取り出すことができる。

炭素の粉末を混ぜるかわりに，水素を送りながら加熱しても酸化銅から銅を単体としてとり出す

ことができる。水素を送りながら加熱したときの化学変化を，化学反応式で表しなさい。 

(2007年宮城県)(2007年沖縄県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 31] 

 酸化銅に水素を送りながらじゅうぶんに熱すると，酸化銅は完全に還元されて銅にもどった。

このとき，銅の他にもある物質ができた。ある物質とは何か。その物質の化学式を書け。 

(2006年香川県) 

[解答欄] 
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[問題 32] 

 右図のように銅線をガスバーナーの炎の中に差

しこんで加熱してから取り出すと，黒くなった。こ

の銅線を熱いうちに水素を満たした試験管に差し

こみ，少し上下させると，赤みをおびた金属光沢に

変化した。試験管の内部には水滴が見られた。この

現象について下の各問いに答えなさい。 

(1) 銅が酸素と化合する反応を化学反応式で表しなさい。 

(2) 試験管の中では酸化銅から酸素がうばわれる反応が起こっていると考えられる。このように

酸化物から酸素がうばわれる化学変化を何というか。漢字で答えなさい。 

(3) 次の文は試験管内で起こる反応について考えたものである。①～③に入る最も適当な語句を

それぞれ下の[  ]から 1つ選び記号で答えなさい。 

水素は酸化銅から酸素をうばって水に変わる。その水は反応直後は熱いので( ① )の状

態で試験管内に広がり，冷えたガラス壁に近づくと( ② )の状態になった。これが水滴の

原因である。一方，酸素をうばわれた酸化銅は銅になった。つまり水素と銅では( ③ )の

ほうが酸素と結びつきやすいということである。 

[固体 液体 気体 銅 水素] 

(2008年沖縄県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3)① 

② ③ 
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[問題 33] 

酸化銅と水素の反応の質量変化について調べるために，次の実験を行った。 

① 酸化銅 8.0gを上皿てんぴんではかり取った。 

② 酸化銅を図のような実験装置に入れ乾燥した

水素を送りながら加熱すると試験管に水滴が

ついていた。 

③ しばらくして，加熱するのをやめた。太いガラ

ス管が冷えた後，ステンレスの皿に残った物質

の質量を測定すると 6.8gであった。 

④ 酸化銅について資料で調べたところ，酸化銅は銅と酸素の質量比が 4：1で結びついているこ

とが分かった。 

(1) 酸化銅と水素のこの化学変化を化学反応式で書きなさい。 

(2) ③で未反応の酸化銅の質量は何 gか，求めなさい。 

(2009年大分県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

 

 

[問題 34] 

銅の粉末をステンレス皿にうすく広げ，銅が完全に酸化銅にかわるまで，何度もガスバーナー

で加熱した。次に，できた酸化銅を太いガラス管に入れ水素を通しながら十分に加熱した。ガラ

ス管が冷えてから調べると，酸化銅はすべて銅に変わっており，管内には水滴がついていた。最

初の操作で酸素の分子 100個すべてが銅と化合した場合，できた酸化銅のすべてを水素の分子と

反応させるためには，水素の分子は少なくとも何個必要か。求めなさい。 

(2009年福島県) 

[解答欄] 
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【】有機物を使った還元 

[問題 35] 

酸化銅 0.5gと細かくしたロウ 0.5gをよく混ぜ合わ

せ，小型の試験管 Aに入れた。これを大型の試験管 B

に入れ，図のように熱した。すると，試験管 B の口

もとには①液体がつき，ガラス管からは②気体が出た。

また，試験管 Aには赤色の物質が残った。 

 

(1) 下線部①は，(ア 無色のフェノールフタレイン溶液を赤色 イ .緑色の BTB 溶液を青色 

ウ 青色の塩化コバルト紙を桃色 エ .赤色リトマス紙を青色)に変化させたことから，水

であることがわかった。 

(2) 出てきた気体②のうち，石灰水を白くにごらせた物質の物質名を書きなさい。 

(3) 実験の結果から考えて，この実験で使ったロウをつくっている原子の種類を原子の記号で 2

つ書きな遠い。ただし，このロウは酸素をふくまないものとする。 

(2008年長野県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 
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[問題 36] 

 次の実験について，各問いに答えなさい。 

[実験] 

① 削りとったロウと，酸化銅を混ぜ，次の図のようにアルミニウムはくで包んだ。 

② ①の包みをガスバーナーで加熱すると，アルミニウムはく全体が炎に包まれしばらくすると

炎は消えた。 

③ 冷えるのを待って，アルミニウムはくの包みを開くと，ロウはなくなっており，酸化銅は 

赤色の物質になっていた。 

 

 

 

 

 

(1) 下線部「赤色の物質」について，この物質の化学式を書きなさい。また，この物質の性質に

ついて正しく述べているものを，次のア～オの中から 1つ選びなさい。 

ア 電気を通しにくい  イ 熱を通しにくい  ウ 磁石につく 

エ 金づちでたたくとのびる  オ こすってみがいても光らない 

(2) この実験において，ロウは酸化銅に対してどのようなはたらきをしているか。酸素というこ

とばを用いて書きなさい。 

 (2006年福島県) 

[解答欄] 

(1)  (2) 
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[問題 37] 

酸化銅の黒色の粉末を 1g，ポリエチレンのふくろの破

片を 0.1g はかりとり，酸化銅の黒色の粉末をポリエチレ

ンのふくろの破片で包んで，試験管 A に入れた。図のよ

うな装置で，試験管 A をおだやかに加熱すると，しばら

くして気体が発生して，試験管 B の石灰水が白くにごっ

た。次の文は，実験を行ったあとの S さんと先生の会話

の一部である。文中の①，②に入る最も適当なことばを書

きなさい。 

先生：石灰水を白くにごらせた気体が発生したのはなぜでしょう。 

S  ：ポリエチレンにふくまれる( ① )原子が，酸化銅の酸素原子と結びついて出てきたと考

えられます。 

先生：その通りですね。(①)は酸素と化合しやすい物質なのです。 

S  ：ポリエチレンのほかにも，身近なもので酸化銅から銅をとり出すことができますか。 

先生：小麦粉やロウなどでもできます。この実験の酸化銅の変化のように，物質から酸素をとり

去る化学変化を( ② )と言います。 

(2009年千葉県) 

[解答欄] 

① ② 
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[問題 38] 

 右図のように，酸化銅 1.5g と活性炭 0.3g を混ぜ合わせ，

試験管 A に入れて加熱した。その結果，気体が発生し，酸

化銅は赤っぽい色の物質に変化した。また，この気体により，

試験管 B の石灰水は白く濁った。活性炭のかわりにポリエ

チレンを用いて実験を行うと，同様の結果が得られ，試験管

Aの口には液体がたまっていた。調べてみると，この液体は

水であることがわかった。 
 
(1) 酸化銅が赤っぽい色の物質に変わる化学変化を何とい

うか，書きなさい。 

(2) (1)の化学変化を，化学反応式で書きなさい。 

(3) 酸化銅に対して活性炭やポリエチレンと同様のはたらきをすると推定されるものを，次から

2つ選びなさい。 

[銀 食塩 砂糖 硫黄 デンプン] 

(2007年石川県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 
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[問題 39] 

 次の実験について各問いに答えなさい。 

① 酸化銅 2gと小麦粉 0.5gとをよく混ぜて，アルミニウムはくで

つくった皿にのせ，物質の色を観察してから試験管に入れた。 

② 右図のような装置を組み立て，ガスバーナーで加熱した。 

③ 物質が変化し，石灰水が白く濁ってから，加熱をやめた。試験

管が冷えてから，アルミニウムはくの皿の中に残っている物質

を取り出し，物質の色を観察して，質量をはかった。 

④ 取り出した物質の表面を薬さじでこすると光沢が出ることか

ら，銅ができたことを確認した。 
 
(1) 下線部「石灰水が白く濁って」の変化から，小麦粉にはどんな原子が含まれていることがわ

かるか。原子の記号で書きなさい。 

(2) 酸化銅は還元されて①(黒色から赤かっ色／青色から赤かっ色／緑色から赤かっ色)に変化し，

加熱後の物質の質量は，加熱前の酸化銅と小麦粉とを混ぜたものの質量と比べて②(増加した

／減少した／変化しなかった)。①，②の(  )の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び

なさい。 

(2006年熊本県) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② 
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【】マグネシウムを使った二酸化炭素の還元 

[問題 40] 

 燃焼について学習した和夫さんは，「マグネシウムは二酸化炭素中でも燃焼する。」という先

生の話に興味をもち，次の実験を行った。次の問いに答えなさい。 

[実験] 

① 図1のように，空気中でマグネシウムに火をつけると，激しく光を出しながら燃焼して，

白色の物質 Aができた。 

② 図 2のように，火のついたマグネシウムを二酸化炭素が入った集気びんに入れると，激

しく光を出しながら燃焼して，白色の物質 B ができた。また，物質 B には黒色の物質

が付着していた。 

 

 

 

 

 

 

(1) 実験①でできた物質 Aは何か，その名称を書きなさい。 

(2) 実験②の反応について，次の 1)，2)に答えなさい。 

1) 次の文中の a～cにあてはまる最も適切な語を書きなさい。 

物質 B について先生にたずねると，「物質 B は物質 A と同じ物質で，付着していた黒

色の物質は炭素なんだ。マグネシウムが二酸化炭素中で燃焼したのは，マグネシウムが二

酸化炭素から( a )をうばったからなんだよ。」と教えてくれた。このことから，物質 B

ができたのは，マグネシウムが( b )されたからである。また，二酸化炭素は( c )され

炭素になったことがわかる。 

2) この反応を，モデルを使って表すと次のようになる。モデルを参考にして，化学反応式を

書きなさい。ただし，◎はマグネシウム原子，○●○は二酸化炭素分子を表している。 

◎ ◎＋○●○→◎○ ◎○＋● 

 (2006年和歌山県) 

[解答欄] 

(1) (2)1)a b c 

2) 
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[問題 41] 

 二酸化炭素が入っている集気ビンの中に火をつけたマグネシウムを入れると，マグネシウムは

酸化されて白色の酸化マグネシウムになり，二酸化炭素は還元されて黒い固体を生じる。このと

きの集気ビンの中で起こる化学変化を，モデル図で表すと次のようになる。次の問いに答えなさ

い。 

 

 

 

(1) モデル図を参考にして，この変化の化学反応式を書きなさい。 

(2) この変化が起こるとき，マグネシウムの原子が 70 個ならば，生じる黒い固体の原子は何個

か。個数を答えなさい。 

(2005年島根県) 

[解答欄] 

(1) (2) 
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【】酸素との結びつきの強さの順位 

[問題 42] 

酸化銀を加熱したときには，酸化銀から銀をとり出せるが，酸化銅を加熱したときは銅をとり

出せない。一方，酸化銅と炭素を混ぜて加熱したときには，酸化銅から銅をとり出せる。このこ

とから，銀，銅，炭素を，酸素と結びつきやすい順に原子の記号で左から並べなさい。 

(2008年秋田県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 43] 

次の実験 1～3の結果から，銀，銅，炭素を，酸素と結びつきやすい順に左から書きなさい。 

(実験 1) 

酸化銀の粉末を試験管に入れて十分に加熱したところ，気体が発生し，白色の銀が残った。 

(実験 2) 

酸化銅と炭素の粉末を乳鉢(にゆうばち)でよく混ぜ，この混合物を試験管に入れて十分に加熱

したところ，気体が発生した。試験管に残った物質の中に，赤色の銅がみられた。 

(実験 3) 

酸化銅の粉末を試験管に入れて十分に加熱したが，反応はおこらなかった。 

(2009年青森県) 

[解答欄] 
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[問題 44] 

金属と酸素の結びつきの強さを調べるために，表 I に示した試験管 A～F を用意し，それぞれ

について次の実験を行った。 

[表 I] 
試験管 試験管に入れた物質とその質量 
A 酸化銀 3.0g 
B 酸化マグネシウム 3.0g 
C 酸化銅 3.0g 
D 酸化銀 3.0gと炭素粉末 0.3g 
E 酸化マグネシウム3.0gと炭素粉末0.3g
F 酸化銅 3.0gと炭素粉末 0.3g 

[実験] 

(a) 図のような装置を用いて，試験管 A～F を加熱した。A，

D，Fについては，気体が発生したので，それらの気体を

それぞれ 2本ずつの試験管に集めてゴム栓をした。なお，

B，C，Eについては，気体は発生しなかった。 

(b) (a)で気体を集めた，それぞれ 2本ずつの試験管のうち，1

本には火のついた線香を入れもう 1 本には石灰水を加え

てよく振り，それぞれの様子を観察した。 

(c) A～F について加熱後の試験管に残った物質を観察し，質量を測定した。(a)～(c)の結果を表

Ⅱにまとめた。 

[表Ⅱ] 
試験管に残った物質  火のついた 線香を

入れた結果 
石灰水を加えた

結果 
観察した結果 質量 

A 炎を出して燃えた 変化しなかった 白い固体が残っていた 2.8g 
B   変化していなかった 3.0g 
C   変化していなかった 3.0g 
D 火が消えた 白く濁った 白い固体と黒い粉末が残っていた 3.0g 
E   変化していなかった 3.3g 
F 火が消えた 白く濁った 白い固体と黒い粉末が残っていた 2.9g 

 

実験の結果から，酸化銀，酸化マグネシウム，酸化銅のうち，金属と酸素との結びつきが最も強

いのは酸化マグネシウムであることがわかった。その理由を簡潔に書きなさい。 

(2009年群馬県) 

[解答欄] 
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[問題 45] 

次のア～エのうちで，金属の酸化物から金属をとり出すことができないものはどれか。最も適

当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 酸化銀を加熱して 2種類の物質に分ける。 

イ 鉄鉱石(酸化鉄)とコークスを高温で反応させる。 

ウ 酸化マグネシウムを塩酸に入れる。 

エ 酸化銅と水素を反応させる。 

(2009年千葉県) 

[解答欄] 

 

 

 

[問題 46] 

 金属の酸化物である X，Y，Z から金属をとり出すために，A さんが次のような実験を行った。

ただし，X，Y，Z は酸化銀，酸化マグネシウム，酸化銅のいずれかであり，X と Y は黒っぽく，

Z は白っぽかった。また，それぞれの実験で用いた物質の量や加熱は十分であったものとする。

この実験とその結果に関して，あとの各問いに答えなさい。 

[実験 1] 

試験管に Xを入れ，ガスバーナーで静かに加熱した。加熱をやめて，加熱した試験管が冷えたと

ころで，中の物質をろ紙の上に取り出し，金属製の薬さじでこすって，変化のようすを観察した。

また，Y，Zについても同様の操作を行った。 

[実験 2] 

X を炭の粉とよく混ぜ合わせて新たな試験管に入れ，右の図のよ

うな装置を組み立ててガスバーナーで静かに加熱し，石灰水のよ

うすを観察した。また，加熱をやめて，加熱した試験管が冷えた

ところで，中の物質の変化のようすを観察した。 

また，Z についても同様の操作を行った。なお，Y については[実

験1]で金属をとり出すことができたため，[実験2]は行わなかった。 

[結果] 
         実験 2  実験 1 
加熱した試験管の中の物質

のようす 
石灰水のようす 

X 変化は見られなかった。 赤っぽい金属ができていた。 白くにごった。 
Y ぴかぴか光り, 金属ができ
ていた。 

  

Z 変化は見られなかった。 変化は見られなかった。 変化は見られなかった。 
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(1) X，Y，Zは,それぞれ何であると考えられるか。 

(2) 次の文は，A さんのノートの一部分である。文中の①～③にそれぞれ X，Y，Z のいずれか

を入れよ。 

[実験結果のまとめ] 

・Yからは，加熱しただけで金属をとり出すことができた。 

・X からは，加熱しただけでは金属をとり出すことができなかったが，炭の粉と混ぜ合わせ

て加熱すると金属をとり出すことができた。 

・Zからは，どちらの方法でも金属をとり出すことができなかった。 

[考察] 

実験結果から，酸化物によって，金属のとり出しやすさにちがいがあることがわかった。こ

のことには，金属と酸素との結びつきの強弱が影響しているのではないだろうか。もしそう

なら，この三つの酸化物の中で，金属と酸素との結びつきが 1番強いのは( ① )，2番目は

( ② )，3番目は( ③ )になると考えられる。 

(2005年神奈川県) 

[解答欄] 

(1)X： Y： Z： 

(2)① ② ③ 
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